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１．はじめに （※なるべく平易なことばで書く。）

１．１ 地域における日本語教育で大切なこと

・ 学習者にはレディネス（日本語学習をどの程度行っているか等），学習適性，学習

環境，在留資格，生活課題などの面において多様性があり，多様な日本語学習

のニーズが存在する。

・ 教える内容が先に決まっているのではなく，学習者の状況やニーズを把握し，それ

に沿った形で日本語教育を行うことが重要である。

・ 日本語指導だけでなく，地域住民とのつながりや社会参加を目指すことが大切。

１．２ 教材例の趣旨・期待される活用方法

（教材例の趣旨について）

・ 標準的なカリキュラム案が目指すもの

・ 標準的なカリキュラム案を踏まえた教材の例示であること

・ 教材例で取り上げられている内容の暗記ではなく，生活上の行為ができるようにな

ることが目的。また，地域の中で生活するということを考え，自分の基本的な情報を

伝え，初対面の人と人間関係を築く基礎を作れるようになることを目指す。

・ 教材例は「生活者としての外国人」に対する日本語教育の在り方を具体的な教材

例の形で示したものであり，他の教材の使用を否定するものではない。地域の実情

や学習者の日本語のレベルに合わせて，より有効な教室活動が展開されるよう他

の教材や資料などを組み合わせながら教室活動を行うことが望ましい。

（期待される活用方法について）

・ 「教材例」は，そのままの状態で全ての地域で全ての学習者を対象に効果的に活

用できるものではなく，地域の実情，学習者の日本語のレベルに合わせて教材例

の内容に手を加えたり，多言語情報を活用したり母語話者を活用したりする等，工

夫を行うことで具体的な学習者の実情に合わせることが求められる。

・ 学習者のニーズや地域ならではの情報を調べ，それに対応させた内容に加工して

いくことが，「生活者としての外国人」に対する日本語教育では重要である。

・ 必要な部分を選択して使用すること（30 単位／60 時間に縛られる必要はない）

１．３ 教材例作成のプロセス

・ 教材例で取り上げる生活上の行為の事例の一覧と，そこからの選択過程につい

て

１．４ 教材例の構成

・ 各シートの内容及び使い方について

① 写真・イラストシートで取り上げる内容及び使い方について

② 活動シートで取り上げる内容及び使い方について

③ ことば・表現シートで取り上げる内容及び使い方について

④ 別表，参考資料等で取り上げる内容及び使い方について

⑤ 各教材例の構成の図（※次ページ参照）
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１．４ 教材例の構成

⑤各教材例の構成の図

● イラスト・写真シート

…各ユニットで取り上げる生活上の行為
や達成目標をイメージするためのイラスト・
写真。

■ 活動シート

…生活上の行為ができるようになるための
タスクなど。

（※学習者に合わせて形や内容を変えることが
必要。言葉をどれだけ覚えたかではなく「生活上
の行為ができるようになるか」が重要。）

◆ ことば・表現シート

…生活上の行為を行う上で役に立つ表
現。

（※学習者に合わせて取り上げる言葉・表現

の内容や量を変えることが必要。掲載している
ものをすべて教室活動で取り上げたり，教えなけ
ればならないわけではない。）

★ 別表，参考資料等

…発展的な活動，学習者に合わせた教
室活動を行うための素材。

指導ノート

標準的なカリ

キュラム案，ガ

イドブックを踏ま

えた日本語教

育プログラムの

設定，教室活

動の展開の説

明。

イ メージを

つかむ

ことば・表現

を知る

体験・行動

する

発展的な

活動
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（0102010）「初診受付で手続きをする」

（0103010）「医者の診察を受ける」

（0203120）「病気への対処法・生活上の注意などを質問し答えを理解する」

・病気やけがをしたとき, 医療機関で治療を受けることができる

・症状を伝えることができる

・医者の診察，指示が理解できる

・病気への対処法・生活上の注意を尋ねる

・病気への対処法・生活上の注意が理解できる

●イラスト・写真シート

・病気になったら…（p.x）

■活動シート
・活動１－問診票を 見てみよう（p.x～x）

・活動２－「 どうしましたか？」（p.x）
・活動３－病院での 会話（p.x～x）

・活動４－風邪を 引いたら…（p.xx）

◆ことば・表現シート
・体の部位や内臓などの名称（p.x～x）

・診療科の種類と症状（p.x～x）

（０１） 医
い

療
りょう

機
き

関
かん

で 治
ち

療
りょう

を 受
う

ける

指導

ノート
（p.ｘ～ｘ）

イ メージを

つかむ

体験・行動

する

ことば・表現

を知る

内 容

取り上げる生活上の行為の事例

教室活動の目標（○ページ参照）

教室活動のねらい（○ページ参照）



5

※イラスト又は写真

病院の診察室で、

医者と話をしている場面

（転んで怪我を

した足を

見てもらって

いるような

絵のほうが

いいか）

＊ この図は

あくまでも

イメージ・

これに背景等あったほう

がよいだろう。

 病
びょう

気
き

に なったら…
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 活
かつ

動
どう

１－ 問
もん

診
しん

票
ひょう

を 見
み

てみよう



77
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「多
た

言
げん

語
ご

医
い

療
りょう

問
もん

診
しん

票
ひょう

」を 使
つか

って，ことばを 確
かく

認
にん

しましょう。線
せん

で つなぎましょう。

どこへ 行
い

きますか？ どう しましたか？

外
げ

科
か

・

内
ない

科
か

・

小
しょう

児
に

科
か

・

産
さん

婦
ふ

人
じん

科
か

・

皮
ひ

膚
ふ

科
か

・

整
せい

形
けい

外
げ

科
か

・

(a) 咳
せき

が 出
で

る

(b) やけど

(c) 発
はつ

熱
ねつ

(熱
ねつ

が ある)

(d） めまいが する

(目
め

が まわる)

(e) 発
はっ

疹
しん

が ある

（ブツブツ
ぶ つ ぶ つ

が ある）

(f) 腰
こし

を 打
う

った

（打
だ

撲
ぼく

した）

 活
かつ

動
どう

２－「 どう しましたか？」

めまい

発疹
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会
かい

話
わ

１〔受
うけ

付
つけ

で〕

Ａ さ ん ： あのう，初
はじ

めて なんですが。

受
うけ

付
つけ

の人
ひと

： 初
しょ

診
しん

ですね。こちらの 問
もん

診
しん

票
ひょう

に 記
き

入
にゅう

してください。

Ａ さ ん ：（多
た

言
げん

語
ご

医
い

療
りょう

問
もん

診
しん

票
ひょう

を 渡
わた

しながら）これ，書
か

いてきました。

会
かい

話
わ

２〔診
しん

察
さつ

室
しつ

で〕

医
い

師
し

： どう しましたか。

Ａ さ ん ： 昨日
き の う

から 頭
あたま

が 痛
いた

いんです（多
た

言
げん

語
ご

医
い

療
りょう

問
もん

診
しん

票
ひょう

を 見
み

せな

がら）。熱
ねつ

が あります。

医
い

師
し

： 口
くち

を 大
おお

きく 開
あ

けてください。

かぜですね。５日
いつか

分
ぶん

の 薬
くすり

を 出
だ

しておきます。

受付で、会話をしているイラスト。所定の問

診票のかわりに、事前に記入してきた多言

語医療問診票を提出する

診察室で、医師と下のような会話をしているイ

ラスト

 活
かつ

動
どう

３－ 病
びょう

院
いん

での 会
かい

話
わ
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会
かい

話
わ

３〔診
しん

察
さつ

室
しつ

で〕

医
い

師
し

： どう しましたか。

Ｂ さ ん ： 転
ころ

んで 足
あし

首
くび

が 痛
いた

いんです（多
た

言
げん

語
ご

医
い

療
りょう

問
もん

診
しん

票
ひょう

を 見
み

せながら）。

医
い

師
し

： ちょっと 見
み

せてください。

Ｂ さ ん ： ここ です。

医
い

師
し

： 少
すこ

し はれていますね。レ
れ

ン
ん

ト
と

ゲ
げ

ン
ん

を 撮
と

りましょう。

Ｂ さ ん ： はい。

医
い

師
し

：（レ
れ

ン
ん

ト
と

ゲ
げ

ン
ん

写
しゃ

真
しん

を 見
み

せながら）骨
ほね

に 異
い

常
じょう

は ありません。

ねんざですね。しっぷ薬
やく

を 出
だ

しますから，はってください。

Ｂ さ ん ： あの，お風
ふ

呂
ろ

に 入って
はい

も 大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

でしょうか。

医
い

師
し

： 今日
き ょ う

は お風
ふ

呂
ろ

に 入
はい

らないでください。

来
らい

週
しゅう

また 来
き

てください。

診察室で、医師と下のような会話をしているイラスト。患者

は女性。

足首がはれている。

レントゲン写真を見ながら、医師が説明をしている写真。
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あなたは，風
か

邪
ぜ

を 引
ひ

いたとき，どうしますか。

あなたの 出
しゅっ

身
しん

地
ち

（国
くに

，地
ち

域
いき

）の 人
ひと

々
びと

は，よく どんなことを しますか。

Ａ： あたたかくして，早
はや

く 寝
ね

る

Ｂ： 牛
ぎゅう

肉
にく

を 食
た

べる

Ｃ： みかんの 皮
かわ

を 焼
や

いて 食
た

べる

Ｄ： しょうがを 食
た

べる

Ｅ： チ
ち

キ
き

ン
ん

ス
す

ー
ー

プ
ぷ

を 飲
の

む

Ｆ： 蛇
へび

の ス
す

ー
ー

プ
ぷ

を 飲
の

む

Ｇ： お祈
いの

りを する

Ｆ： ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

いろいろな人
ひと

に 聞
き

いて みましょう。

＿＿＿＿＿＿＿さん

＿＿＿＿＿＿＿さん

＿＿＿＿＿＿＿さん

いろいろな 方
ほう

法
ほう

が ありますね！ みんな ちがうように 見
み

えますが，共
きょう

通
つう

し

ていること（同
おな

じこと）は 何
なん

でしょう？

 活
かつ

動
どう

４－ 風
か

邪
ぜ

を 引
ひ

いたら…
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イラスト：『文化初級日本語Ｉ』文化外国語専門学校編より

 体
からだ

の 部
ぶ

位
い

や 内
ない

臓
ぞう

などの 名
めい

称
しょう
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（１）診
しん

療
りょう

科
か

の種
しゅ

類
るい

・眼科（がんか） ・耳鼻咽喉科（じびいんこうか）

・皮膚科（ひふか） ・内科（ないか）

・外科（げか） ・整形外科（せいけいげか）

・脳神経外科（のうしんけいげか） ・小児科（しょうにか）

・産婦人科（さんふじんか） ・歯科（しか）

（２）症
しょう

状
じょう

・頭が痛い（あたまがいたい） ・頭痛（ずつう）

・歯が痛い（はがいたい） ・歯痛（しつう）

・喉が痛い（のどがいたい）

・咳が出る（せきがでる）

・くしゃみが出る（くしゃみがでる）

・鼻水が出る（はなみずがでる）

・鼻血が出る（はなぢがでる）

・鼻づまり（はなづまり） ・鼻がつまる（はながつまる）

・鼻がムズムズする（はながむずむずする）

・花粉症（かふんしょう）

・やけど

・捻挫（ねんざ）

・下痢（げり）

・熱がある（ねつがある） ・発熱（はつねつ）

・腰を打った（こしをうった） ・打撲した（だぼくした）

・寒気がする（さむけがする）

・目が赤い（めがあかい）

・発疹がある（はっしんがある） ・ブツブツがある（ぶつぶつがある）

・かゆい

・食欲がない（しょくよくがない）

・吐く（はく） ・もどす ・嘔吐する（おうとする） ・ムカムカする（むかむかする）

・気分が悪い（きぶんがわるい）

・めまいがする

・出血がある（しゅっけつがある）

 診
しん

療
りょう

科
か

の 種
しゅ

類
るい

と 症
しょう

状
じょう
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取り上げる生活上の行為の事例

（0102010）「初診受付で手続きをする」

（0103010）「医者の診察を受ける」

（0203120）「病気への対処法・生活上の注意などを質問し答えを理解する」

教室活動の目標

－ 病気やけがのとき, 医療機関で治療を受けることができる。

教室活動のねらい

－ 症状を伝えることができる。（活動１，活動２，活動３）

－ 医者の診察，指示が理解できる。（活動３）

－ 病気への対処法・生活上の注意を尋ねる。（活動３）

－ 病気への対処法・生活上の注意が理解できる。（活動３）

活動前に確認しておくこと

－ 学習者の居住地域の主要な病院の情報，医療機関の種類

－ 外国人の診察に評判が高い診療所の情報

－ 医療通訳サービスの情報

－ 多言語医療問診票，診療科目

－ 受診の流れ，医療保険制度など

準備する素材

－ 学習者の母語で書かれた問診票

－ 症状を表わす絵カード

－ おもちゃの聴診器，喉を照らすライト，白衣など診療場面用の小道具

－ 日本の医療に関する多言語情報（学習者の理解できる言語の翻訳）

指導ノート
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教室活動の展開の説明

・ 「イラスト・写真シート」（p.x）を提示しながら，学習者に病気をした経験や，病院

や医院で診察を受けた経験について尋ね, 話してもらいます。どんな症状で，ど

この病院（医院）にかかったか, どんなふうに医者とコミュニケーションをしたかな

どを話してもらえるように引き出します。

＜問いかけ例＞

「ここはどこですか。なにをしていますか。」

「どんなとき，病院に行きますか。」

「○○さんは, 日本で病院に行ったことがありますか。」

「ひとりで行きましたか。」

「日本語でお医者さんと話をしましたか。」

・多言語医療問診票の紹介

① 事前に多言語医療問診票のホームページから，学習者の母語の問診票をダ

ウンロードし（内科，小児科，整形外科，外科，耳鼻科，眼科，皮膚科，産婦

人科，脳神経外科，歯科），配布できるように準備しておきます。

・多言語医療問診票 (NPO 法人国際交流ハーティ港南台 作成)

http://www.k-i-a.or.jp/medical/ 及び

http://www.mmjp.or.jp/konan-international-lounge/jmonshin/top.htm

よりダウンロード可能（詳細は『標準的なカリキュラム案について』p.11 参照）

② イラスト・写真シートで話を進めながら，「これを使ったことがありますか」と多言語医療問

●イラスト・写真シート

・病気になったら…（p.x）

■活動シート

・活動１－ 問診票を見てみよう（p.x～p.x）

イメージをつかむ

体験・行動する
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診票を提示し，学習者に配布します。

③ 内科，小児科，整形外科，外科，耳鼻科，眼科，皮膚科，産婦人科，脳神

経外科，歯科をそれぞれ参照しながら，診療科の名前と意味を確認します。

④ 問診票はインターネットでダウンロードできることを伝え，ＵＲＬを知らせておくとよい

でしょう。

・ 「どうしましたか？」の活動シートを使って，症状の表現を確認します。

① 学習者に活動シートを配布します。

② 指導者は活動シートの絵を指しながら，学習者に「どこへ行きますか？」と問い

かけて，まずはかかるべき診療科を学習者に特定してもらうよう促します（指導者

は活動シートの絵を拡大コピーして１枚ずつカード状にして，学習者に提示できる

ようにしておくと，より進めやすいでしょう）。

③ 学習者が診療科の問診票の多言語訳を参照しながら，該当する症状の表

現を見つけたら，発音を確認しながら，絵と，症状の表現と，診療科の名称を線

で結んでもらうようにします。

④ 活動シートでのマッチングが終わったあと，カードを使ってカルタ形式で，症状の

名前を言ってカードを取るゲームをしてもよいでしょう。

① 活動３の会話のデモンストレーションをします（指導者と学習者，あるいは，教室

に地域からの協力者がいれば会話に参加してもらう形で）。

② 学習者は２人１組のペアになり，会話１・会話２・会話３を実演練習します。

③ 活動２や「ことば・表現」（p.xx）の症状の表現の絵を拡大コピーして切り離し，絵

カード状にしたものを，指導者は準備しておきます。これらのカードから１枚を，学

習者に１枚ひいてもらいます。

■活動シート

・活動２－ 「どうしましたか？」（p.x）

■活動シート

・活動３－ 病院での会話（p.x～x）

体験・行動する

体験・行動する



17

④ カードをひいた学習者は，カードに示された症状にあわせて，会話１・会話２・会

話３を適宜アレンジして，実演します。

・ おもちゃの聴診器，喉を照らす豆ライトなどを準備して小道具として使用すると

よいでしょう。

・ 学習者のレベルに応じ，内容は調整してください。日本語がほとんどできない

学習者の場合は，多言語医療問診票を使って，最低限のことを伝えることが

できる方法を優先して示してください。

・ 学習者に，自分でどう表現したらよいかわからなかった症状についての表現，

医師に言われたけれどよく理解できなかったことなどを聞いてもよいでしょう。

① 活動４のシートを使って，学習者それぞれの風邪をひいたときの対処法について

話し合います。

② 自分の対処法について，シートのＡ～Ｇから選ぶか，Ｆに自由に書き込んでもら

います。

③ 教室の他の学習者や地域からの支援者の人にも尋ねて，答えを書き込んでも

らいます。

・ それぞれに多様な異なる対処法があり，その多様性を認識すると同時に，底辺

に流れる共通点（人はよりよく生きるために助け合い，知恵を共有し，世代を超え

て伝え合う）についても考えていけるといいでしょう。

・ 活動４は文化庁『日本語学習・生活ハンドブック』掲載の「だれの常識？」

(p.46)をもとに構成したものです。ホームページからもとの記事の多言語版をダウ

ンロードすることができるので，学習者の母語に合わせて提供するとより理解が

深まるでしょう。

■活動シート

・活動４－ 風邪を引いたら…（p.x）

体験・行動する
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（0501030）「避難場所・方法を理解する・人に聞く」

（0502010）「地震について理解する」

（0502020）「身を守る」

・地震の時に行動できるようにする

・避難場所や避難方法の注意書きを読んで理解できる

・身の守り方について説明を読んで理解できる

・地震に備えることができる

●イラスト・写真シート

・地震だ！ （p.xx）

■活動シート

・活動１－地震のとき ，どうする？（p.x）

・活動２－非常用のカードを 作ろう （p.xx～xx）

・活動３－地震に 備えよう（p.xx～xx）

・活動４－地震体験（p.xx ）

◆ことば・表現シート

・災害や避難に関することば・表現（p.xx）

・発展的な活動

（０５） 地
じ

震
しん

だ！

指導

ノート

（p.ｘ～ｘ）

イメージを

つかむ

体験・行動

する

ことば・表現

を知る

内 容

取り上げる生活上の行為の事例

教室活動の目標（○ページ参照）

教室活動のねらい（○ページ参照）

発展的な

活動
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● 地
じ

震
しん

だ！

地震のイラスト

ゆれている

道路が割れているイラスト

避難場所を示すマークのイラスト
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地
じ

震
しん

のとき，どうしたら いいですか？ いいと 思
おも

うものに ○を，よくないと

思
おも

うものに ×を つけましょう。分
わ

からないときは，まわりの人
ひと

にも 聞
き

いてみま

しょう。

イラスト

くつを履かずに飛び出す

イラスト

くつを履いて外に出る

イラスト

ゆれているときにそとに飛び出す

イラスト

まどをあける

イラスト

ゆれているときに，机の下に隠れる

イラスト

台所のガスを止める

イラスト

エレベーターを使う

海辺，高台に逃げる

イラスト

階段で逃げる

■ 活
かつ

動
どう

１－ 地
じ

震
しん

のとき，どうする？
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非
ひ

常
じょう

時
じ

のために，普
ふ

段
だん

から 持
も

ち歩
ある

く カ
か

ー
ー

ド
ど

を 作
つく

りましょう。

■ 活
かつ

動
どう

２－ 非
ひ

常
じょう

用
よう

の カ
か

ー
ー

ド
ど

を 作
つく

ろう
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（財団法人栃木県国際交流協会作成）
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① どんな 防
ぼう

災
さい

用
よう

品
ひん

を 見
み

たことが ありますか。

② あなたが 使
つか

いたいと 思
おも

った 防
ぼう

災
さい

用
よう

品
ひん

は 何
なん

ですか。

① まわりの人
ひと

に 防
ぼう

災
さい

袋
ぶくろ

を 用
よう

意
い

しているか，防
ぼう

災
さい

袋
ぶくろ

の 中
なか

身
み

について

聞
き

いてみましょう。

② あなたの家
いえ

の 防
ぼう

災
さい

袋
ぶくろ

に 何
なに

を 入
い

れておきますか？

防災袋とその中身

の写真

防災用品の写真

家具転倒防止

■ 活
かつ

動
どう

３－ 地
じ

震
しん

に 備
そな

えよう

（１）防
ぼう

災
さい

用
よう

品
ひん

について 話
はな

しましょう

（２）防
ぼう

災
さい

袋
ぶくろ

について 話
はな

しましょう
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① あなたの 身
み

の回り
まわ

に 消火器
しょうかき

が ありますか。どこに ありますか。

家
いえ

：

会
かい

社
しゃ

：

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

：

まちの中
なか

：

② 消
しょう

火
か

器
き

の 使
つか

い方
かた

を 確
かく

認
にん

しましょう。

消火器の写真

（３）消
しょう

火
か

器
き

について 話
はな

しましょう
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■ 活
かつ

動
どう

４－ 地
じ

震
しん

体
たい

験
けん

（１）防
ぼう

災
さい

館
かん

に 行
い

って，起
き

震
しん

車
しゃ

の 体
たい

験
けん

を しましょう。

（２）地
ち

域
いき

の 地
じ

震
しん

避
ひ

難
なん

訓
くん

練
れん

に 参
さん

加
か

しましょう。

キ
き

ー
ー

フ
ふ

レ
れ

ー
ー

ズ
ず

・ 地
じ

震
しん

だ！

・ 助
たす

けて！

・ 逃
に

げて！

・ 急
いそ

いで！

・ 大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

？／大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

・ 窓
まど

を開
あ

けて！

・ ガ
が

ス
す

を止
と

めて！
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・地震（じしん）

・震度（しんど）

・緊急地震速報（きんきゅうじしんそくほう）

・余震（よしん）

・避難（ひなん）

・避難場所（ひなんばしょ）

・避難所（ひなんじょ）

・津波（つなみ）

・地震だ！（じしんだ！）

・助けて！（たすけて！）

・逃げて！（にげて！）

・急いで！（いそいで！）

・大丈夫？／大丈夫。（だいじょうぶ？／だいじょうぶ。）

・窓を開けて！（まどをあけて！）

・ガスを止めて！（がすをとめて！）

イラスト イラスト イラスト イラスト写真

薬

（くすり）

写真 写真 写真

水

（みず）
ラジオ 電池

（でんち）

写真

マスク

写真 写真 写真

懐中電灯（かい

ちゅうでんとう）

乾パン

（かんぱん）

◆ 災
さい

害
がい

や 避
ひ

難
なん

に 関
かん

する ことば・表
ひょう

現
げん
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取り上げる生活上の行為の事例

（0501030）避難場所・方法を理解する・人に聞く

（0502010）地震について理解する

（0502020）身を守る（地震発生時）

教室活動の目標

－ 地震の時に行動できるようにする。

教室活動のねらい

－ 避難場所や避難方法の注意書きを読んで理解できる。（活動１，活動２）

－ 身の守り方について説明を読んで理解できる。（活動１）

－ 地震に備えることができる。（活動２，活動３，活動４）

・ 日本は地震が多い国です。地震の少ない国から来た人にとって，突然の地震

はどんなものだと思いますか。災害はいつ何時やってくるか分かりません。万一の

ときも，自分は落ち着いて安心して対応できるんだという自信を持てるような場を作

っていけるといいでしょう。学習者が地域の一員として安心して暮らしていけるよう，

地域の地震の避難訓練，外国人向け防災教室などの日程と組み合わせて教

室活動を展開するなどの工夫ができるとよいでしょう。

活動前に確認しておくこと

－ 学習者の居住地域や職場・学校の避難場所

－ 近くの防災館の開館時間，休館日，交通

－ 地域の防災訓練の日程

（外国人向け防災訓練や防災教室がある自治体もあります）

準備する素材

－ 学習者の居住地域の自治体が発行している地震時の対応に関する多言語

指導ノート
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情報

－ 学習者の居住地域の自治体が発行している避難場所に関するパンフレット

－ 非常時用携帯カード（学習者の自治体のものがあればそれを利用，なければ

他自治体のものを利用してもよい。または，自作する。）

教室活動の展開の説明

・ 「イラスト・写真シート」（p.x）を見ながら，学習者のこれまでの地震の体験につい

て話をします。学習者がどう対応したか，どんな気持ちになったのか，話を引き出

していきましょう。ウォームアップでは，地震の様子を報道しているテレビの映像を利

用したり，学習者が居住する地域の避難場所を示す看板の写真など，地域に

合った素材を使うこともいいでしょう。

＜問いかけ例＞

「あなたの国ではよく地震がありますか。」

「地震を体験したことがありますか。そのとき，どうしましたか。どんな気持ちになりまし

たか。」

・ 「活動１－ 地震のとき，どうする？」（p.x）は，地震発生時の適切な行動を知る活

動です。それぞれのイラストの行動が適切かどうか考えた後，多言語情報をみて

確認します。学習者が一人で考えてみてもいいですし，協力者といっしょに考えて

みてもいいでしょう。それぞれの行動の理由についても確認できると，よりいいでしょ

う。また，イラストに載っていない行動について話を発展させてもいいでしょう。適切

な行動を知っていれば，学習者は地震が起きたときもパニックにならず，落ち着い

て対応できる可能性が高くなるでしょう。

●イラスト・写真シート

・地震だ！（p.x）

■活動シート

・活動１－ 地震のとき，どうする？（p.x）

イメージをつかむ

体験・行動する
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・ 地震に関する多言語情報は多くの自治体や団体で作成されています。自治体

によって，情報量，提供形態などが異なりますので，学習者の居住地域のもの

以外でも学習者に合うものがあれば大いに活用しましょう。

・ 非常時用に携帯するカードを作成する活動です。カードには，学習者の個人情

報や避難場所，連絡先などを記入しておきます。学習者の居住地域の自治体

が発行する非常用携帯カードがあれば，それを利用することができます。学習者

の自治体で作成していない場合，他の自治体が作成したカードを利用することも

できますし，学習者といっしょに自分たちで作ってみるのもいいでしょう。作成したら，

小さく折りたたんで，普段から財布や手帳に入れておくようにしましょう。

・ 避難場所の記入については，学習者が住んでいる自治体が発行している避難

場所のパンフレットを見ながら確認しましょう。一次的な避難所と広域避難所の両

方がある地域もあります。事前にそれらを確認しておきましょう。避難場所を学習者

が知らない場合は，実際にいっしょに歩いて避難経路を確認するといいでしょう。

・ 学習者の状況に応じて記入項目を変更したり増やしたりしてもいいでしょう。

■活動シート

・活動２－ 非常用のカードを作ろう（p.xx～xx）

多言語情報例

例１） 東京都 URL 入れる （日・韓・英・中）

・電車・バス・地下鉄に乗っているとき，地下街にいるときなど地震発生

時にいる場所別に適切な対応が掲載されている。

・パンフレットが PDF ファイルで提供されている。

例２） 滋賀県 URL 入れる （日・ ）

・～や～な （具体的に入れる）など情報が豊富で多岐にわたる。

例３） 文化庁『日本語学習・生活ハンドブック』（日 ）p.173

多言語避難カード

例１）財団法人栃木県国際交流協会 地震・災害時のための避難カード

URL を入れる （日・ ）

例２）東京都生活文化スポーツ局 ヘルプカード（病気・緊急・地震・相談）

URL を入れる （日・英・韓・中）

体験・行動する
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例）

・家族の緊急連絡先（会社や学校など）

・家族との緊急集合場所

・近所の人の連絡先

・持病・普段飲んでいる薬の名前

・かかりつけの病院名・病院の連絡先

・ ここでは，日常生活で地震にどんな備えができるのかを知ることを目的としていま

す。

－ 防災用品について

・ ここでは，防災用品について話をします。防災用品の実物を持ってきて話をする

といいでしょう。ない場合は，写真でも構いません。学習者が見たことがあるか，

使い方を知っているか，指導者や協力者の家ではどんなものを使っているか，学

習者も使ってみたいかなど話を広げてみましょう。実際にホームセンターなどの防

災用品売り場に行って，様々な器具を手にしてみるのもいいでしょう。

－ 防災袋について

・ ここでは防災袋について話をします。まず，「ことば・表現」の単語「薬」～「乾パン」

（防災袋に入れておくものの単語）に慣れておくといいでしょう。自宅に防災袋の備

えの有無や中身について，協力者にインタビューをします。教材例には掲載してい

ませんが，インタビュー時の記録用紙を作成しておくといいでしょう。

（表現例）

学習者：家に防災袋がありますか。

学習者：防災袋の中に何が入れてありますか。

・ インタビューをしたあと，自分なら防災袋にどんなものを入れておくかを考えて，記

入します。

－ 消火器について

・ ここでは消火器について話をします。地震のあと火災が発生することがありますが，

ここでは消火器を使った初期消火について話をします。自分の身の回りのどこに

■活動シート

・活動３－ 地震に備えよう（p.x～x）

体験・行動する
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消火器があるかを調べたり，使い方を確認したりします。街頭消火器の設置場所

については，自治体のＨＰなどで紹介されています。また，自治体に問い合わせ

て聞いておくこともできます。（※街頭消火器は設置されていない自治体もありま

す。）

・ 「活動４－ 地震体験」の「（１）防災館に行って，起震車の体験をしましょう」（p.x）

は，近くに防災館があれば，実際に地震車の体験をする活動です。

・ 「活動４－ 地震体験」の「（２）地域の地震避難訓練に参加しましょう。」（p.x）は，

地域の地域防災訓練に参加する活動です。ぜひ訓練にいっしょに参加すること

を教室活動に組み込んでみましょう。地域で生活する一員という気持ちがあると，

万一のときも安心です。

・ もし，防災訓練がなければ日本語教室として避難訓練を実施してみましょう。その

際に必要になる表現を，確認しておきましょう。

・ 表現は，「地震だ」「助けて」などの基本的な表現のほか，沿岸部か山間部か，

また都会なのか農村なのか，学習者が住んでいる状況によって避難するときに

必要となる表現が違うことがあります。

・ たとえば，沿岸部では「津波が来るから逃げて」「高台に逃げて」ということばが言

える，または聞き取れることが大切となります。学習者と話をしながら，地震のとき

にどんな表現が必要になるかを話しながら，話題に出た表現を扱っていくことが大

切でしょう。

・ 「地震」～「津波」は地震災害に関して知っていると役に立つことばです。「薬」

～「乾パン」は防災袋に入れる代表的なものです。防災袋に入れるものを買い物

に行ったときに困らないよう，これらのことばに慣れておくといいでしょう。「地震だ！」

～「ガスを止めて！」は避難時によく使う表現です。

・ 「薬」～「乾パン」のことばは「活動３」の「（２）防災袋について話しましょう」（p.6）

■活動シート

・活動４－ 地震体験（p.x）

◆ことば・表現シート

・災害や被害に関することば・表現（p.x）

体験・行動する

ことば・表現を知る
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で防災袋の活動をする前に，防災袋に入れるものの単語を確認しておくといいで

しょう。

・ ゲームを取り入れて，ことばに慣れることもできます。下の例はカルタを応用したも

のです。「地震だ！」～「乾パン」の表現もカルタを応用し，聞いてわかるようにで

きるといいでしょう。

「薬」～「乾パン」のことばのゲーム例）

準備：防災袋に入れるものの絵カード

① 学習者数人でグループを作り，机の周りにすわります。

② 絵カードを机の上にばらばらに置きます。

③ 指導者が絵カードの単語を一つ言います。学習者は該当する単

語カードをとります。一番早く取れた人がそのカードをもらいます。これを

机の上のカードがなくなるまでやります。

④ 机の上のカードがなくなったら終わりです。一番カードをたくさん持ってい

る人が勝ちです。

・ 学習者の地震に関する知識やニーズによっては，より発展的な活動も考えられま

す。

例）

・ 災害伝言板の使い方を知る。

・ テレビやラジオのニュースから震度や津波の情報を得る。

・ 学習者の居住自治体の防災無線を聞いて，情報を聞き取る（「津波」「高台

に逃げてください」「地すべり」「余震」など）。

発展的な活動



34

（0801060）「店内の表示を見たり店員に尋ねてほしいものの場所を探す」

（0801050）「デパート，スーパーマーケット，コンビニ，電器店，書店等で買物をする」

（0801080）「売り場を尋ねる」

・店内の表示をみたりして，店員に尋ねてほしいものの場所を探す

・買いたいものがどこにあるか聞くことができる

・商品名を言うことができる

●イラスト・写真シート

・買い物をしよう～売り場を探して，ほしいものを
買おう（p.x）

■活動シート

・活動１－店員さんに 聞いてみよう（p.x）
・活動２－売り場を 探して，ほしいものを買おう（p.x）

◆ことば・表現シート

・商品の種類（食品）など（p.x～x）

★別表

・別表１－食品の 細目リスト（例）（p.x～x）

・別表２－その 他の細目リスト（例）（p.x～x）

・別表３－位置・ 方向を表す語および指示語
（p.x～x）

指導

ノート
（p.x～x）

イメージを

つかむ

体験・行動

する

ことば・表現

を知る

内 容

取り上げる生活上の行為の事例

教室活動の目標（○ページ参照）

教室活動のねらい（○ページ参照）

発展的な

活動

（05） 物
ぶっ

品
ぴん

購
こう

入
にゅう

・サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

を 利
り

用
よう

する
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（写真）

大型スーパーの店内の様子

奥行きがあって広々とした感じ

「○○売り場」のようなプレートが天井からぶら下がっているのも見える

（写真）

大型スーパーの外観

（写真）

店内に陳列されている商品と価格表示

● 買
か

い物
もの

を しよう

～売
う

り場
ば

を 探
さが

して，ほしいものを 買
か

おう



36

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

： あのう，すみません。

店
てん

員
いん

： はい。

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

： ○○（牛
ぎゅう

乳
にゅう

）どこですか。

店
てん

員
いん

： ○○（牛
ぎゅう

乳
にゅう

）は あちらです。

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

： ああ，そうですか。どうも ありがとう。

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

： すみません，○○（りんご） ありますか。

店
てん

員
いん

： 申
もう

し訳
わけ

ありません。今日
き ょ う

は 売
う

り切
き

れてしまったんです。

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

： そうですか。じゃ，△△（みかん）は ありますか。

店
てん

員
いん

： こちらに ございます。

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

： どうも。

■ 活
かつ

動
どう

１－ 店
てん

員
いん

さんに 聞
き

いてみよう

○ 「牛
ぎゅう

乳
にゅう

は どこですか」

○ 「すみません，みかんは ありますか」
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Ａさん

・ 店
てん

員
いん

です。客
きゃく

の 質
しつ

問
もん

に 答
こた

えてください。

Ｂさん

・ ○○を 買
か

いたいです。店
てん

員
いん

に ○○の 場
ば

所
しょ

を 尋
たず

ね

て，欲
ほ

しいものを 探
さが

してください。

Ａさん

・ 店
てん

員
いん

です。○○は 売
う

り切
き

れました。△△は あります。

客
きゃく

の 質
しつ

問
もん

に 答
こた

えてください。

Ｂさん

・ ○○を 買
か

いたいです。お店
みせ

に ○○が あるかどうか，

店
てん

員
いん

に 尋
たず

ねてください。ない場
ば

合
あい

は，△△を 買
か

いたい

です。店
てん

員
いん

に △△の場
ば

所
しょ

を 尋
たず

ねてください。

○ 話
はな

してみよう（ロ
ろ

ー
ー

ル
る

プ
ぷ

レ
れ

イ
い

）

・ロ
ろ

ー
ー

ル
る

プ
ぷ

レ
れ

イ
い

①

・ロ
ろ

ー
ー

ル
る

プ
ぷ

レ
れ

イ
い

②
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【１】果物 【２】野菜類 【
３
】
牛
乳
・
乳
製
品

【２５】冷凍食品 【１０】飲料

【２４】アイスクリーム 【１１】日用雑貨

レ
ジ

【
４
】
肉
類

【２３】米・パン 【１２】洗剤

【２２】酒・お茶 【１３】菓子

【２１】コーヒー・紅茶 【１４】カレー・シチュー

【２０】カップ麺 【１５】缶詰類

【
５
】
魚
類

【１９】麺類 【１６】乾物

【１８】ソース・醤油 【１７】調味料

【９】弁当類 【８】惣菜 【７】卵 【６】豆・豆製品

■ 活
かつ

動
どう

２－ 売
う

り場
ば

を 探
さが

して，ほしいものを 買
か

おう

○ 「すみません，野
や

菜
さい

は どこですか」
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※写真・イラスト

果物

（くだもの）

※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト

野菜

（やさい）

肉

（にく）

魚

（さかな）

卵

（たまご）

※写真・イラスト

豆腐

（とうふ）

※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト

米

（こめ）

パン

（ぱん）

麺

（めん）

牛乳

（ぎゅうにゅう）

※写真・イラスト

ジュース

（じゅーす）

※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト

お茶

（おちゃ）

コーヒー

（こーひー）

酒

（さけ）

調味料

（ちょうみりょう）

※写真・イラスト

缶詰

（かんづめ）

※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト

冷凍食品
（れいとうしょくひん）

惣菜

（そうざい）

弁当

（べんとう）

レジ

（れじ）

◆ 商
しょう

品
ひん

の 種
しゅ

類
るい

（食
しょく

品
ひん

）など
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果物
く だ も の

・加
か

工
こ う

品
ひん

いちご

オ
お

レ
れ

ン
ん

ジ
じ

かき

キ
き

ウ
う

イ
い

くり

さくらんぼ

すいか

なし

パ
ぱ

イ
い

ナ
な

ッ
っ

プ
ぷ

ル
る

バ
ば

ナ
な

ナ
な

びわ

ぶどう

みかん

メ
め

ロ
ろ

ン
ん

もも

ラ
ら

イ
い

チ
ち

りんご

レ
れ

モ
も

ン
ん

ジ
じ

ャ
ゃ

ム
む

野
や

菜
さい

えだまめ

えんどう

かぶ

かぼちゃ

カ
か

リ
り

フ
ふ

ラ
ら

ワ
わ

ー
ー

きくらげ

きぬさや

キ
き

ャ
ゃ

ベ
べ

ツ
つ

きゅうり

こまつな

さつまいも

さといも

しいたけ

じゃがいも

しょうが

セ
せ

ロ
ろ

リ
り

だいこん

たけのこ

たまねぎ

チ
ち

ン
ん

ゲ
げ

ン
ん

サ
さ

イ
い

とうがらし

とうがん

とうもろこし

ト
と

マ
ま

ト
と

なす

にんじん

ニ
に

ン
ん

ニ
に

ク
く

ねぎ

はくさい

ピ
ぴ

ー
ー

マ
ま

ン
ん

ブ
ぶ

ロ
ろ

ッ
っ

コ
こ

リ
り

ー
ー

ほうれんそう

もやし

レ
れ

タ
た

ス
す

れんこん

肉
に く

・加
か

工
こ う

品
ひん

牛
ぎゅう

肉
に く

鶏
と り

肉
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取り上げる生活上の行為の事例

（0801060）「店内の表示を見たり店員に尋ねて欲しいものの場所を探す」

（0801050）「デパート，スーパーマーケット，コンビニ，電器店，書店等

で買物をする」

（0801080）「売り場を尋ねる」

教室活動の目標

－ 店内の表示を見たりして，店員に尋ねて欲しいものの場所を探す

教室活動のねらい

－ 買いたい物がどこにあるか聞くことができる商品名を言うことができる

・ 買い物は，日本で生活していく上で避けて通れない行為の一つでしょう。学習者

によってニーズや興味・関心は様々かもしれませんが，食料品など日常生活に

不可欠な物品の購入は誰もが経験するはずです。あまり行き慣れていない商店

に行ったり，買い慣れていない商品を買ったりする場合には，欲しいものが店内の

どこにあるか，すぐに分からないことも多いのではないでしょうか。ここでは，その探

し方を練習してみましょう。

・ 最初に「イラスト・写真 ～売り場を探して，ほしいものを買おう～」（p.xx）を学習者

と一緒に見ながら，日本語または学習者の母語などで，以下のようなやり取りを

してみましょう。

指導ノート

●イラスト・写真シート

・買い物をしよう ～売り場を探して，ほしいものを買おう（p.xx）

イメージをつかむ
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例）

「これは何ですか。ここで何をしますか。（地域の）どこにありますか。」

「よく買い物をしますか。家族の中では誰が買い物しますか。いつもどこで買い物し

ますか。何を買いますか。高いですか，安いですか。」

「買い物のとき，日本語を使いますか。また，店員の日本語はわかりますか。」

「買いたい物がお店の中のどこにあるか，すぐにわかりますか。売り場がわからない

ときは，どうしますか。」

「買いたい物がお店にないときは，どうしますか。」

・ このようなやり取りを通じて，学習者が日常生活の中でどのような買い物をしてい

るか，またその実際場面で日本語をどの程度理解または使用しているかについ

て把握できるでしょう。学習者自身のスキーマ（schema）が活性化されるだけでなく，

指導者が今後の活動展開を考えていく上で，きっと役に立つはずです。

・ 「活動１～ロールプレイ～」の「会話例（１）」「会話例（２）」を使ってキーフレーズを

確認し，学習者の日本語レベルや地域の状況などに応じて適宜アレンジした上

で，ロールプレイを行います。

・ 会話ではキーフレーズに限らず，買い物場面でよく使われる表現を取り上げてく

ださい。学習者の日本語レベルに応じ，「これだけ言えれば，何とか必要なものを

探すことができる」，「これが言えれば，スムーズに必要なものを探すことができる」，

「これが言えれば，他の商品と比較等を行いながら必要なものを探す（選ぶ）こと

ができる」というように，取り上げる表現を工夫しましょう。

・ 学習者がよく耳にするけれども十分に理解できない表現などを取り扱ってもよい

でしょう。必要に応じて，「別表３ 位置・方向を表す語および指示語」（p.x）なども

参照してください。

・ ロールプレイに際しては，「ことば・表現シート」（p.x）にある写真・イラストをコピーして

切り離し，それをキューとする方法もあります。そうすることで，語彙表現の確認・定

着練習にもなります。

■活動シート

・活動１－ 店員さんに聞いてみよう（p.xx～xx）

体験・行動する
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・ 「活動２～スキャニング～」（p.x）の「○店内見取り図」は，さまざまなスキャニング

に使えます。音声または文字で提示された食品の分類や細目が何番の売り場

にあるか答えたり，反対に売り場の番号から食品の分類や細目を答えたりするこ

とが可能です。あるいは「活動１～ロールプレイ～」と組み合わせて店員役がスキ

ャニングを行い，ロールプレイの会話内容に反映させるというやや高度な活動も

できるはずです。

・ 食品の分類が導入済みであれば，工夫次第で細目語彙の紹介（導入）や定

着（復習）にも使えるでしょう。

・ 「ことば・表現」（p.x）は，学習者が実際の買い物場面などでよく目にする基礎的

な単語を並べてあります。次ページ以降の「活動１～ロールプレイ～」や「活動２

～スキャニング～」を行う前に，読みと意味を確認するとよいでしょう。

・ ここでは学習者に最も身近と思われる「食品」の分類を中心とした単語を取り扱

っていますが，学習者の使える語彙量や関心の度合いによっては，「別表１ 食

品の細目リスト（例）」（p.x～x），「別表２ その他の細目リスト（例）」（p.x～x）にあ

る単語などを確認しておくのも一つの方法です。

■活動２

・売り場を探して，ほしいものを買おう（p.x）

◆ことば・表現シート

・商品の種類（食品）など（p.x）

体験・行動する

ことば・表現を知る
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（1001020）「発車する時刻や掛かる時間を尋ねる」

（1002060）「目的地への行き方を尋ねる」

・公共の交通機関（電車，バス，飛行機，船等）を利用して，目的地に行くことがで

きるようになる

・目的地へ行く交通機関の発車時刻や所要時間を聞くことができる

・時間や発車時刻を理解することができる

・駅名，行き先などの駅の表示が理解できる

・目的地への行き方を質問することができる

・目的地への行き方の説明を理解することができる

・目的地への行き方を説明することができる

●イラスト・写真シート

・さあ 出発！ （p.x）

■活動シート

•活動１－駅員さんに聞いてみよう1（p.x）

•活動２－時刻表を読もう （p.xx～xx）

•活動３－駅員さんに聞いてみよう２（p.xx～
xx）

•活動４－友だちに聞いてみよう

•活動５－行ってみよう（p.xx）

◆ことば・表現シート

・駅のことば（p.xx）

・発展的な活動

（10） 電
でん

車
しゃ

，バ
ば

ス
す

，飛
ひ

行
こう

機
き

，船
ふね

等
とう

を 利
り

用
よう

する

指導

ノート
（p.x～x）

イ メージ を

つかむ

体験・行動

する

ことば・表現

を知る

内 容

取り上げる生活上の行為の事例

教室活動の目標（○ページ参照）

教室活動のねらい（○ページ参照）

発展的な

活動



49

（Ａ）

（Ｂ）

● さあ 出
しゅっ

発
ぱつ

！
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（１）会
かい

話
わ

例
れい

（２）発
はつ

話
わ

練
れん

習
しゅう

Ａさん

Ａさん ： すみません。○○行
い

きは，何
なん

時
じ

に 出
で

ますか。

駅
えき

員
いん

： ３
じ

時２０分
ふん

に 出
で

ます。

Ａさん ： 何
なん

番
ばん

線
せん

ですか。

駅
えき

員
いん

： あ，5番
ばん

線
せん

ですよ。

Ａさん ： そうですか。○○まで，どれぐらい かかりますか。

駅
えき

員
いん

： ４５分
ふん

くらい です。

駅
えき

員
いん

さんに あなたの 乗
の

りたい電
でん

車
しゃ

に

ついて 聞
き

いてください。

Ａさんの 質
しつ

問
もん

に 答
こた

えてください。

■ 活
かつ

動
どう

１－駅
えき

員
いん

さんに 聞
き

いてみよう １



51

（１）バ
ば

ス
す

の 時
じ

刻
こく

表
ひょう

を 見
み

て，質
しつ

問
もん

に 答
こた

えてください。

平日 土曜・日祝

中田町駅 中田町駅

6 35 49 33 48

7 00 10 20 27 34 41 48 54 03 11 19 27 35 43 51 59

8 00 06 12 18 24 30 36 42 48 54 07 15 23 31 39 47 55

9 00 06 12 19 26 33 40 47 54 03 11 19 28 36 44 52

10 01 08 15 24 33 42 53 00 08 16 24 32 42 52

11 04 14 26 37 47 57 02 12 22 32 42 52

12 07 17 27 37 47 57 02 12 22 32 42 52

13 07 18 29 40 51 02 12 22 32 42 52

14 02 13 24 35 46 57 02 12 22 32 42 52

15 08 20 30 41 52 02 12 22 32 42 52

16 03 13 23 31 39 47 54 02 12 22 32 42 52

17 01 08 16 23 31 38 45 52 59 02 12 20 28 36 44 52 59

18 06 13 20 27 34 42 50 58 07 15 23 31 39 47 55

19 05 14 24 34 44 54 03 11 23 35 48 59

20 04 14 24 34 44 54 13 26 39 53

21 04 14 25 37 49 06 21 36 56

22 02 12 25 38 54 16 36 56

23 07 20

① 土
ど

曜
よう

日
び

の 始
し

発
はつ

は 何
なん

時
じ

ですか。

② 平
へい

日
じつ

の 最
さい

終
しゅう

バ
ば

ス
す

は 何
なん

時
じ

ですか。

③ 土
ど

曜
よう

の 昼
ひる

の バ
ば

ス
す

は 何
なん

分
ぷん

おきに 来
き

ますか。

④ 平
へい

日
じつ

に バ
ば

ス
す

が 一
いち

番
ばん

たくさん 来
く

るのは 何
なん

時
じ

台
だい

ですか。

⑤ 日
にち

曜
よう

日
び

，あなたは バ
ば

ス
す

停
てい

に １０時
じ

１０分
ふん

に 着
つ

きました。何
なん

時
じ

の バ
ば

ス
す

に 乗
の

れますか。

■ 活
かつ

動
どう

２－時
じ

刻
こく

表
ひょう

を 読
よ

もう
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（２）実
じっ

際
さい

の 時
じ

刻
こく

表
ひょう

を 見
み

ながら，友
とも

だち，または 日
に

本
ほん

人
じん

と 質
しつ

問
もん

しあいまし

ょう。
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（１）会
かい

話
わ

例
れい

（２）発
はつ

話
わ

練
れん

習
しゅう

☆ここは 駅
えき

の プラットホームです。 駅員
えきいん

さんに 声
こえ

を かけて，聞いて
き

くださ

い。

Ａさん

Ａさんの 発
はつ

話
わ

を 十
じゅう

分
ぶん

に 練
れん

習
しゅう

したあと，体
からだ

を 動
うご

かして 練
れん

習
しゅう

してみましょ

う。駅
えき

員
いん

さん役
やく

を ひとり 決
き

めて，あとの人
ひと

は A さん（聞
き

く人
ひと

）役
やく

に なってくだ

さい。駅
えき

員
いん

さんを 呼
よ

びとめて，順
じゅん

番
ばん

に 聞
き

いてください。

■ 活
かつ

動
どう

３－駅
えき

員
いん

さんに 聞
き

いてみよう ２

行
い

きたい駅
えき

までの 行
い

き方
かた

を，駅
えき

員
いん

さ

んを 呼
よ

びとめて，聞
き

いてください。

Ａさんの 質
しつ

問
もん

に 答
こた

えてください。

Ａさん： すみません。 ○○へ 行
い

きたいんですけど，どうやって 行
い

ったら

いいですか。

駅
えき

員
いん

： ○○ですか。この電
でん

車
しゃ

に 乗
の

って，新
しん

宿
じゅく

で， 丸
まる

の内
うち

線
せん

に 乗
の

りか

えてください。３つ目
め

の 駅
えき

です。
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（１）友だち
と も

に 行き方
い か た

を 聞
き

いてください。

Ａさん Ｂさん

（２）あなたは どこに 行
い

ってみたい ですか。行
い

き方
かた

を 聞
き

いて メ
め

モ
も

してください。

行
い

きたいところ [ ]

行
い

きたいところ [ ]

■ 活
かつ

動
どう

４－友
とも

だちに 聞
き

いてみよう

友
とも

だちの 家
いえ

や 仕
し

事
ごと

場
ば

につい

て 行
い

き方
かた

を 聞
き

いてください。

駅
えき

から 駅
えき

まで どうやって 行
い

く

か 説
せつ

明
めい

してください。
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（１）路
ろ

線
せん

図
ず

を 見
み

て 話
はな

しましょう。

① 大
おお

きな駅
えき

や 乗
の

り換
か

えの 駅
えき

名
めい

を 漢
かん

字
じ

で 読
よ

んでみましょう。

② 乗
の

り換
か

えて いく 駅
えき

までの 行
い

き方
かた

を 考
かんが

えてみましょう。

・ どんな 行
い

き方
かた

が ありますか。いくつでも 考
かんが

えてください。

・ どうやって いけば 一
いち

番
ばん

早
はや

い ですか。

・ 一
いち

番
ばん

安
やす

い 行
い

き方
かた

は どれですか。

（２）あなたの おすすめの 場
ば

所
しょ

を 紹
しょう

介
かい

してください。

もよりの 駅
えき

は どこ ですか。どうやって いきますか。

おすすめの 場
ば

所
しょ

もより駅
えき

行
い

き方
かた

■ 活
かつ

動
どう

５―行
い

ってみよう
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※写真・イラスト

駅

（えき）

※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト

改札口

（かいさつぐち）
プラットホーム

（ぷらっとほーむ）

切符

（きっぷ）

運転手

（うんてんしゅ）

※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト

始発

（しはつ）

終点

（しゅうてん）

最終

（さいしゅう）

～番線

（～ばんせん）

◆ 駅
えき

のことば

※写真・イラスト

新幹線

（しんかんせん）
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取り上げる生活上の行為の事例

（1001020）「発車する時刻や掛かる時間を尋ねる」

（1002060）「目的地への行き方を尋ねる」

・ 外国で交通機関を使って初めての場所に行くときは，目的地に着くまで不安なも

のです。そんな学習者が，途中でわからなくなったら自分から誰かに尋ね，さらに

その先に進んでいけるような力がつけば行動範囲も広がることでしょう。できるだけ

学習者の生活圏に沿った交通機関を取り上げ，もよりの交通機関の時刻表や

路線図なども用意して，学習者と一緒に出かけるつもりでスタートしてみません

か。

・ ここでは（1001020）「発車する時刻や掛かる時間を尋ねる」と（1002060）「目的

地への行き方を尋ねる」の教室活動の展開例を，それぞれ示しました。活動１と２，

活動３～５というまとまりで展開をするように示しましたが，活動１から５まで連続性

があり，最後の活動５は全体の仕上げとなります。

（1001020）「発車する時刻や掛かる時間を尋ねる」

教室活動の目標

－公共の交通機関（電車，バス，飛行機，船等）を利用して，目的地に行

くことができるようになる

教室活動のねらい

－目的地へ行く交通機関の発車時刻や所要時間を聞くことができる（活動１）

－時間や発車時刻を理解することができる（活動１）

－駅名，行き先などの駅の表示が理解できる（活動２）

活動前に確認しておくこと

－学習者の生活圏における交通機関の状況

－時刻表や路線図の入手方法に関する情報

準備する素材

－学習者の生活圏における交通機関の案内図・路線図

指導ノート
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－時刻表（駅やバス案内所に置いてあるもの，ネットでダウンロードできるもの等）

－乗り物の写真・絵が掲載されている本

教室活動の展開の説明

・ 「イラスト・写真シート」（p.x）の（Ａ）を見せて，写真がどんな場所か，またどこに行く

ときに，このような場所に行ったかなど話してもらいます。それぞれの学習者の発

話を受け止めて，思い出を共有することから始めると，楽しくスタートできるかもしれ

ません。また写真にあるような電光掲示板には何が書いてあるか，電車のホーム

は「～番線」で示されることなど，ここで確認しておきましょう。ここでは電車とバスを

取り上げています。

＜問いかけ例＞

「ここ（Ａ）はどこでしょう。この（電光掲示板の）下には何があるでしょうか。」

「これには何が書いてありますか。」

「あなたがよく使う乗り物は何ですか。どこからどこまで乗りますか。」

「時間はどのくらいかかりますか。」

「電車やバスに乗るとき，わからないことがありましたか。そのときどうしましたか。」

・ ゼロ初級の学習者には，ここで覚えてほしい「駅」「改札口」「時刻」など基本的

な単語を提示しながら質問の簡単な答えを引き出し，ここで何を勉強するか理解

してもらいましょう。「（場所）から（場所）まで」「（～時間／～分）かかる」などの表

現は，日常的に出てくるので，ここで使えるようにしておくとよいでしょう。

・ 少し話せる学習者であれば，日本と自国との違い（発着時刻の正確さ，ホーム

での電車の待ち方）などを話してもらうとおもしろいかもしれません。最後に，乗りた

い電車がわからなかったときどうしたか，自分ならどうするか，など話し合ってみま

しょう。外国に行かれた支援者の方々の体験談なども交えて進めると発話が活

発になるかもしれません。

●イラスト・写真シート

・さあ 出発！（p.x）

イメージをつかむ
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＜会話例＞

・ ここでは，発車時刻，何番線か，目的地までどのくらい時間がかかるかを 聞く

基本パターンが示してあります。「何時に出ますか」「何番線ですか」「どのくらい

かかりますか」の表現が聞きたいときにすぐ出てくると便利です。ここでは上記３つ

の情報が盛り込んでありますが，ゼロ初級の学習者には，ひとつずつ別々に聞く

やりとりで練習してはいかがでしょうか。

＜発話練習＞

・ 学習者に A さんになってもらい，はじめは指導者または支援者が駅員になって，

繰り返しやりとりを行ってください。その際，会話例から少しはなれた受け答えも入

れていくと実際の場面でとまどうことが少なくなるかもしれません。慣れてきたら，学

習者同士ペアで練習してみるとよいでしょう。

・ 国によっては，時刻表の見方に馴染みのない学習者もいることでしょう。ここに示

した時刻表を見ながら読みとり方を理解してもらいます。

・ 「始発」「最終」「終点」「～分おき」「～時台」は交通機関を利用するときによく使

われることばです。ここではその意味が理解できるようにしておきましょう。活動シート

にある質問のほかにも，この時刻表を見ながら，自由に質問をしてみてください。

・ 電車の駅やバスの案内所で，小型の時刻表がもらえます。地域の列車やバス

の時刻表を人数分用意しておき，それを使って上記のような質問をしてみてくださ

い。実際の情報を扱うことで，生活に役立ち，学習意欲も増すのではないでしょう

か。

多言語情報例

例１）文化庁『日本語学習・生活ハンドブック』

p.73「交通機関～乗りこなして行動範囲を広げよう～」

■活動シート

・活動２－時刻表を読もう（p.x）

■活動シート

・活動１－駅員さんに聞いてみよう１（p.x）

体験・行動する

体験・行動する
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（1002060）「目的地への行き方を尋ねる」

教室活動の目標

－公共の交通機関（電車，バス，飛行機，船等）を利用して，目的地に行くこと

ができるようになる

教室活動のねらい

－目的地への行き方を質問することができる（活動３，活動４）

－目的地への行き方の説明を理解することができる（活動３，活動４）

－目的地への行き方を説明することができる（活動４，活動５）

－駅名，行き先などの駅の表示が理解できる（活動５）

活動前に確認しておくこと

－学習者の生活圏における交通機関の状況

－時刻表や路線図の入手方法に関する情報

準備する素材

－学習者の生活圏における交通機関の案内図・路線図

－時刻表（駅やバス案内所に置いてあるもの，ネットでダウンロードできるもの等）

－身近な交通機関で用いる IC カード（Suica，ICOCA 等），回数券等

・ 「イラスト・写真シート」（p.x）の（B）を見せて，学習者にまずどんな場面か推測して

もらい，｢乗車券｣｢券売機｣｢路線図｣などのことばを提示していきましょう。身近な

交通機関の路線図を用意し，見方もここで確認しておいてください。同時に，切

符の買い方やカード乗車券（Suica,ICOCA 等）の使い方を確認したり，説明したりし

ておくとよいでしょう。また，「～で電車（バス）を降りる」「～で電車(バス)に乗る」

「～で乗りかえる」などの言い方にここで慣れてもらいます。

もよりの駅から指導者や支援者の自宅までの経路，あるいは学習者に有用な

場所までの経路を例にとってまず示してあげるとよいでしょう。「～で～線に乗る」

「～で～線に乗って～で乗りかえる」などの言い方もよく使われるので，レベルに応

●イラスト・写真

・さあ 出発！（p.x）

イメージをつかむ
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じて練習してください。初心者も聞いて理解できるようにしておくとよいでしょう。

＜問いかけ例＞

「ここはどこですか。何がありますか。」

「このふたりの人は，何をしていますか。」

「あなたの職場や友だちの家はどこにありますか。電車やバスで行きますか。どこ

（駅の名前）で電車（バス）に乗りますか。」

「どこで電車をおりますか。」

「乗り換えがありますか。どこで，何に乗り換えますか。」

「駅やバス停で，駅員さんや運転手さんに何か聞いたことがありますか。」

＜会話例＞

・ ここでは基本的に，「目的地への行き方を質問することができる」「目的地への

行き方の説明を理解することができる」ことを目的としています。生活圏内の交通

機関に置き換えて，練習してみるとよいでしょう。学習者の日本語レベルに応じて，

表現は適宜変えてください。

＜発話練習＞

・ はじめにＡさん役を学習者，駅員役を指導者が担当し，はじめは路線図を示して，

学習者に視覚的に経路を確認してもらいながらやりとりしてはどうでしょうか。駅員

の発話は必ずしもこのパターンだけではなく，少しずつ変えて聞かせるのもいいで

しょう。初心者ではない学習者の場合は，駅員役にチャレンジしてもらってもいいか

もしれません。「～で電車を降りる」「～で電車に乗る」「～で乗りかえる」の表現が

スムーズに出てくるようになれば，話題が広がります。

・ 路線図は，実際の路線図を拡大したもののほかに，学習者によっては，ローマ

字表記も添えた路線図を作成しておくと理解しやすいでしょう。

・ プラットホームの写真（インターネットや乗り物絵本から）を拡大コピーして貼ったり，

駅のホームのざわめきを録音しておいて流したりなど場面をできるだけ再現すると，

楽しくできるのではないでしょうか。

■活動シート

・活動３－駅員さんに聞いてみよう２（p.x）

体験・行動する
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・ 目的地の行き方が自由に尋ねられると，それだけ行動範囲が広がります。ここ

では身近な話題として，友だちの家や友だちの仕事場までの行き方，行ってみた

いところが聞けるようになることを目的としています。指導者，または支援者とまず

やりとりして正しく発話できているか確認しておくといいでしょう。そのあとで，複数の

友だちとやりとりしたり，ペアワークを行うなどして練習してください。初心者の場合

は聞く側のＡさん役をしてもらい，相手の言うことが理解できるようになればいいでし

ょう。やはりここでも路線図があると理解の助けになります。

余力のある学習者には，たとえば「友だちにおすすめの場所を聞いて，行き方を

尋ねてください。」のようなタスクを課し，短い会話にチャレンジしてもらうのも一案で

す。

・ 学習者に実際に行ってみたいところを質問してもらいます。たとえば「自国の料理

の材料が売っている店はどこか，どうやって行ったらいいか」など本当に知りたい

情報が求められるかもしれません。初心者の場合，メモは必ずしも日本語で書く

必要はありません。生活に有用な情報はどんどん聞いてもらい，吸収していって

ほしいものです。

・ ここでは，生活圏内の交通機関の主な駅の名前を覚え，自信をもって乗り降りす

ることができるようになることを目的としています。指導者はあらかじめ，もよりの交通

機関（学習者が利用しそうな電車やバスなど）の簡単な路線図を用意しておいて

ください。学習者が一緒に見られる大きいサイズのものが便利でしょう。

・ 学習者から知っている駅名を挙げてもらい，それが路線図のどこにあるか探して

もらうことからはじめてはどうでしょうか。大きな駅や乗換駅を中心に名前を確認し

ていき，そのほか必要な駅名も漢字を見てわかるようにしておきましょう。また，行き

方が何通りかある乗換駅を取り上げ，学習者に，どうやってそこまで行くか，またど

うやって行くのが一番早いかなど経路を説明してもらいましょう。私鉄やＪＲ，あるい

■活動シート

・活動４－友だちに聞いてみよう（p.x）

■活動シート

・活動５－行ってみよう（p.x）

体験・行動する

体験・行動する
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はバスでそれぞれ値段も違ってくるので，どれが一番安く行けるかも皆で意見交

換するとよいでしょう。日本語初心者は，ここで主要な駅名の漢字がわかるように

しておくと，安心して乗り降りすることができます。

・ それぞれの学習者に，公園やスポーツセンター，安くておいしいレストランなどお

勧めの場所を紹介してもらうことで，目的地までの経路を説明する練習になるほ

か，学習者同士，生活上の有用な情報を共有することができるでしょう。日本語

初心者は，ここでは聞いてわかることを目標にするとよいでしょう。

・ 「①イメージをつかむ」で出てきた単語，あるいはよく使われそうな単語については，

「ことば・表現シート」で確認しましょう。また場合に応じて必要な単語を導入してくだ

さい。

・ ｢改札口｣や｢特急｣｢急行｣「自由席」など，駅や列車では特に漢字を見て意味

がわからないと困ることが多いものです。初級者でも漢字を見てすぐ意味がわか

るようにしておくとよいでしょう。

・ 図書館で乗り物の写真絵本など借りてきて，それを見せながら語彙を増やしてい

くのも楽しいものです。

◆ことば・表現シート

・駅のことば（p.x）

参考情報

鉄道

地下鉄，JR，私鉄など様々な鉄道があります。切符は自動券売機で買ったり，

窓口で買ったりします。行き先までの料金は路線図で調べます。小学生は半額，

６歳未満の幼児は大人一人につき二人まで無料になります。一日乗車券や定

期券など割安な切符もあります。定期券とプリペイドカードの機能をもったICカードを

利用することもできます。

バスには，料金が均一のバスと，乗車距離によって料金が変わるバスがありま

す。均一料金のバスは，一般的に乗るときに運転席横の料金箱にお金を入れま

す。乗車距離によって料金が変わるバスでは，乗るときに整理券をとり，降りるとき

に運賃表で整理券の番号の料金を確認して，料金箱に入れます。バスにも一日

乗車券や定期券，プリペイドカードがあります。

自分が降りるバス停がアナウンスされたら，座席近くのボタンを押し

て降りることを知らせます。

ことば・表現を知る
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・ 車内放送や構内放送を聞き取るのは外国人にとって，なかなか難しいものです。

決まり文句も多いので，ポイントだけでも聞き取れればかなり助かることでしょう。学

習者の身近な交通機関に実際に指導者が乗って車内放送を録音し，教室で

それを聞かせてポイントを聞き取る練習をしたり，書き起こして穴あき問題を作成し，

その部分を聞き取る練習をしたりなど，学習者の日本語レベルによっていろいろ工

夫してみてはいかがでしょうか。

発展的な活動
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(1101070)「道路でタクシーを止める」

(1102040)「行き先を告げる」

(1103060)「運賃を聞き取り払う」

・タクシーを利用して目的地に行く

・日本のタクシーについて知る

・手を挙げてタクシーを止めたりタクシー乗り場で乗ったりできる

・自分の目的地を伝えてそこに行ってもらうよう依頼できる

・タクシーメーターの運賃を読み取ることができる

・支払いに必要な運転手とのやりとりができる

●イラスト・写真シート

・こんな時に… （p.x）

■活動シート

•活動１－日本のタクシーは ？（p.x）

•活動２－行き 先や道順を説明
しましょう。 （p.xx～xx）

•活動３－料金を 払いましょう
（p.xx～xx）

•活動４－私が 「客」，あなたが「運転手」
（p.xx）

◆ことば・表現シート

・タクシーのことば（p.ｘｘ）

（１１） タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

に 乗
の

る

指導

ノート

（p.x～x）

イメージを

つかむ

体験・行動

する

ことば・表現

を知る

内 容

取り上げる生活上の行為の事例

教室活動の目標（○ページ参照）

教室活動のねらい（○ページ参照）
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Ｃ

出典 office.microsoft.com

● こんな 時
とき

に…
・・・
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http://www.flickr.com/photos/btrplcjp/

☆「日
に

本
ほん

の タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

は あなたの 国
くに

の タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

と 同
おな

じですか？ 違
ちが

いま

すか？」 みんなで 話
はな

し合
あ

って みましょう。

■ 活
かつ

動
どう

１－ 日
に

本
ほん

の タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

は？

あなたの 国
くに

の タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

料
りょう

金
きん

は，最
さい

初
しょ

は いくら ですか？

その金
きん

額
がく

で，例
たと

えば どんな

品
しな

物
もの

が 買
か

えますか？

タクシーの 料
りょう

金
きん

は

どうやって 決
き

まりますか？

どうやって 知
し

りますか？

日
に

本
ほん

の タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

とは ちが

う 乗
の

り物
もの

が ありますか？

どんな 乗
の

り物
もの

ですか？

運
うん

転
てん

手
しゅ

は 男
だん

性
せい

ですか，

女
じょ

性
せい

ですか？

制
せい

服
ふく

を 着
き

ていますか？
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１）会
かい

話
わ

例
れい

１ 「行
い

き先
さき

を 告
つ

げる」

Ａ さ ん： ○○駅
えき

まで お願
ねが

いします。

運
うん

転
てん

手
しゅ

： はい，わかりました。

２）会
かい

話
わ

例
れい

２ 「目
もく

的
てき

地
ち

まで 道
みち

順
じゅん

を 案
あん

内
ない

する」

Ａ さ ん： 山
やま

田
だ

町
ちょう

２丁
ちょう

目
め

まで お願
ねが

いします。小
しょう

学
がっ

校
こう

の となりの

ア
あ

パ
ぱ

ー
ー

ト
と

です。

運
うん

転
てん

手
しゅ

： はい，わかりました。

（ ２０分
ぷん

後
ご

）

Ａ さ ん： つぎの 角
かど

を 右
みぎ

に まがってください。

運
うん

転
てん

手
しゅ

: はい，あそこ ですね。わかりました。

（タクシーが まがる）

Ａ さ ん： そのまま，まっすぐ 行
い

ってください。左
ひだり

の 小
しょう

学
がっ

校
こう

の

となり です。

運
うん

転
てん

手
しゅ

： このへんで いい ですか。

Ａ さ ん： はい，どうも。 ここで おります。

■ 活
かつ

動
どう

２－ 行
い

き先
さき

や 道
みち

順
じゅん

を 説
せつ

明
めい

しましょう

「～まで お願
ねが

いします。」「次
つぎ

の 信
しん

号
ごう

で 右
みぎ

に 曲
ま

がってください。」
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３）会
かい

話
わ

例
れい

３ 「運
うん

賃
ちん

を 聞
き

き取
と

って 払
はら

う」

運
うん

転
てん

手
しゅ

： ９７０円
えん

です。

Ａ さ ん： はい。

（はい。１，０００円
えん

で お願
ねが

いします。）

運
うん

転
てん

手
しゅ

： はい，ありがとうございました。

（はい，３０円
えん

の おつりです。ありがとうございました。）

Ａ さ ん： どうも（お世
せ

話
わ

さま でした）。

４）会
かい

話
わ

例
れい

４ 料
りょう

金
きん

メ
め

ー
ー

タ
た

ー
ー

を 見
み

て 支
し

払
はら

う

■ 活
かつ

動
ど う

３－ 料
りょう

金
き ん

を 払
は ら

いましょう

「千
せん

円
えん

で お願
ねが

いします。」

Ａ さ ん： １，５００円
えん

ですね？ じゃあ，２，０００円
えん

で お願
ねが

いします。

運
うん

転
てん

手
しゅ

： はい，そうすると，５００円
えん

の お返
かえ

しに なります。ありがとう

ございます。お忘
わす

れ物
もの

の ないように どうぞ。

Ａ さ ん： はい。お世
せ

話
わ

さまでした。
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・道
どう

路
ろ

で タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

を 止
と

めて，タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

に 乗
の

ってください。

① 道
どう

路
ろ

で 手
て

を 挙
あ

げると，タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

が 止
と

まりました。

[A さん] [運
うん

転
てん

手
しゅ

]

乗
の

るときに声
こえ

をかけてください。 返
へん

事
じ

をしてください。

② タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

に 乗
の

ってください。

[A さん] [運
うん

転
てん

手
しゅ

]

行き先
さき

を言
い

ってください。 返
へん

事
じ

をしてください。

③ 目
もく

的
てき

地
ち

に 着
つ

きました。運
うん

賃
ちん

を 払
はら

ってください。

[A さん] [運
うん

転
てん

手
しゅ

]

運
うん

賃
ちん

を払
はら

ってください。 運
うん

賃
ちん

を言
い

ってください。

④ お礼
れい

を 言
い

って，タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

を 降
お

りてください。

■ 活
かつ

動
どう

４－ 私
わたし

が「客
きゃく

」，あなたが「運
うん

転
てん

手
しゅ

」（ロ
ろ

ー
ー

ル
る

プ
ぷ

レ
れ

イ
い

）
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・運賃（うんちん） ・料金（りょうきん）

・おつり ・釣り銭（つりせん）

・行き先（いきさき） ・目的地（もくてきち）

・一方通行（いっぽうつうこう） ・進入禁止（しんにゅうきんし）

・右折（うせつ） ・左折（させつ）

・右/左に 曲がる（みぎ/ひだりに まがる）

・角を 曲がる（かどを まがる） ・まっすぐ いく

※写真・イラスト

タクシー乗り場

※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト

空車

（くうしゃ）

運転手

（うんてんしゅ）

料金・運賃

（りょうきん）

運賃メーター

う）

※写真・イラスト

運転席

（うんてんせき）

※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト

助手席

（じょしゅせき）

後部座席

（こうぶざせき）

ハンドル シートベルト

）

※写真・イラスト

角

（かど）

※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト ※写真・イラスト

交差点

（こうさてん）

信号機 横断歩道

◆ タ
た

ク
く

シ
し

ー
ー

の ことば
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取り上げる生活上の行為の事例

(1101070) 道路でタクシーを止める

(1102040) 行き先を告げる

(1103060) 運賃を聞き取り払う

－ タクシーを利用して目的地に行く。

－ 日本のタクシーについて知る（活動１）

－ 手を挙げてタクシーを止めたりタクシー乗り場で乗ったりできる

－ 目的地を伝えてそこに行ってもらうよう依頼できる

－ タクシーメーターの運賃を読み取ることができる

－ 支払いに必要な運転手とのやりとりができる

（以上，活動２～４）

・ 学習者が日本でタクシーを利用するのは少々勇気がいることかもしれません。

目的地まで電車やバスでは行きにくいとき，荷物が多いとき，急ぐとき，または緊

急のときに備えてタクシーを利用できる自信があれば心強いでしょう。

・ ここでは，タクシーに替わる自国ののりものをお互いに紹介しあうことで，タクシー

のイメージを学習者に引き寄せ，同時にお互いの文化の違いを尊重し認め合う

活動から入ることを提案しています。自国と比較しながら始めると，学習に入りや

すくなると考えるからです。

教室活動の展開の説明

・ イラスト・写真シート「こんな時に」（p.x）を見せて，日本のタクシーに乗ったことがあ

指導ノート

教室活動の目標

教室活動のねらい

●イラスト・写真シート

・こんな時に（p.x）

イメージをつかむ
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るか，どんなときにタクシーに乗りたいか，など質問（質問例参照）をしながら，学

習者が話し合うことから始めてみましょう。

日本の車は左側通行であること，運転席は右ハンドル，ドアは自動で開閉，

乗るときはうしろの席に乗り，人数が多くなるときは助手席にも乗るなど，日本のタ

クシー事情も同時に伝えるといいでしょう。都会では道路を「空車」で走っているタ

クシーが手を挙げて呼べば利用できること，駅前などに「タクシー乗り場」があるこ

と，電話をかけてタクシーを呼ぶことなど，タクシーの利用法も説明が必要でしょ

う。

そのほか，シートベルトをすること，料金メーターのこと（初乗り料金は決まってい

て，あとは一定の距離や経過時間ごとにプラスされることなど），深夜料金がある

こと，タクシーを呼んだときはその分の料金がかかること，一方，通常サイズのトラン

クやベビーカー程度の荷物なら別料金はかからないことなども話しておくとよいで

しょう。

＜質問例＞

・学習者の日本語レベルに応じて表現を工夫してください。

「日本で，タクシーに乗ったことがありますか。」

「どんなときにタクシーに乗りたいですか。」

「日本でタクシーに乗りたいとき，どうしますか。」

（タクシー乗り場で乗る / 道路で車をひろう→手をあげる）

「あなたの国ではタクシーに乗るときどうしますか。」

「あなたの国のタクシー運賃はどのように決まっていますか。」

「タクシーに乗るとき，なにか困ったことがありましたか。」

・ 国によって，タクシーに相当するいろいろな乗り物があるようです。ここでは日本の

タクシーの利用のしかたに入る前に，自国の（タクシーがわりの）乗り物について

紹介しあいましょう。イラストの質問例も参考にして話し合うことが，自国と日本の

違いお互いの国の事情を理解する手がかりとなるでしょう。

・ 日本にきて間もない学習者には，絵を描いてもらったり，その絵を使ってこちらか

ら「大きいですか，小さいですか」「男の人ですか，女の人ですか」など簡単な

質問をしたり，「うんてんしゅ」「ハンドル」などの語彙を提示するなどして参加しても

■活動シート

・活動１－ 日本のタクシーは？（p.x）

体験・行動する
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らってはいかがでしょうか。

－ 客として必要な表現を試してみるところから始めてみます。

○会話例１「行き先を告げる」（p.x）

・ 行き先を告げるときは，はっきり言うことが大切です。ここでは学習者の行きたい場

所を入れて，「～までお願いします」の言い方を十分に練習してください。

・ 行き先がどうしても通じないときは，あらかじめ紙に書いておいてそれを見せるとい

うことも確実な手段です。公の場所ではないところは，住所を書いておくと安心で

す。

○会話例２「目的地まで案内する」（p.x）

・ 自宅まで帰る場合などは，近くの目印になる場所（公共の建物や神社など）も

一緒に告げたり，ごく近くなったときには，「右に曲がってください」「まっすぐ行ってく

ださい」などの表現を使って説明できると便利です。

・ 応用練習として，道を示した大き目の地図を用意しておき，指導者が目的地に

向かって車を地図上で動かし，学習者がその車に乗っていると仮定して，道案内

をするのもよい練習になります。（但し，会話例２まで行うかどうかは，学習者の日

本語レベルに応じて判断してください。）

○会話例３「運賃を聞き取り払う」（p.x）

・ 運転手が「○○円です」「○○円になります」と料金を言うのを聞き取って支払い

ます。おつりのあるときのやりとりも，一つのつながりとして扱うといいでしょう。客のこ

とばには「ありがとう」「お世話さま」「どうも」などの簡単なお礼の表現までが含まれ

ると扱うのが適切でしょう。

■活動シート

・活動２－ 行き先や道順を説明しましょう （p.x）

■活動シート

・活動３－ 料金を払いましょう（p.x）

体験・行動する

体験・行動する
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○会話例４「料金メーターを見て支払う」（p.x）

・ 実際には，料金メーターに料金が表示されるのが普通ですから，運転手のこと

ばの聞き取り取りに頼らなくても大丈夫です。会話例４は，運転手のことばを待た

ずに，客が自分で料金を読み取って支払いを始める場合の例です。おつりのや

りとりや最後のお礼などは，会話例３と共通する内容です。

・ 活動３まででは，学習者は「客」の立場での表現を試しました。それを踏まえて，

ここでは，学習者が運転手の立場や表現も経験できるようなロールプレイを取り入

れてみましょう。

・ p.x には，道路でタクシーを止めて乗る一連のロールプレイが示してあります。ここ

では実際に動いてやってみてください。

・ いすを縦にふたつ並べてタクシーの運転手と乗客の座席にしてはどうでしょう。運

転手役は帽子をかぶって紙皿をハンドルに見立てて運転の動作を行うなどして，

できるだけ雰囲気作りをすると楽しくできるでしょう。乗るときの声がけは「お願いしま

す」が一番使いやすいでしょう。このロールプレイでは行き先を告げるだけになって

いますが，学習者の日本語レベルに応じて会話例２のような場面も入れるとよい

でしょう。運賃を払うのもおもちゃのお金を使用するなどして実際にやりとりをしてみて

ください。 実際のタクシーに臆することなく乗ってみたくなるという動機付けになる

ことを目標として意識していたいものです。

・ 「タクシーに乗る」という生活上の行為で用いられることばや表現は，他に比べて

それほど多くもなく複雑でもないと言えるでしょう。導入で見た「こんな時に」のイラス

ト・写真（p.x）や，「活動１：日本のタクシーは？」から「活動４：ロールプレイ」までで

扱うことばや表現で，基本的な範囲はカバーできると思われます。

・ p.x にイラスト・写真を添えて挙げた単語や表現を活動の中で具体的に使う練習

■活動シート

・活動４―私が「客」，あなたが「運転手」 （p.x）

◆ことば・表現シート

・タクシーのことば（p.x）

体験・行動する

ことば・表現を知る
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やロールプレイをこころがけましょう。

・ そうした中で留意したいのは，タクシーを利用する際に頻繁に使いそうなことばで

す。たとえば「○○までお願いします」「まっすぐに行ってください」「○○に曲がって

ください」「そこで止まってください」などの言い回しや，「信号」「交差点」「シートベ

ルト」「空車」などの単語をとりたてて扱うことが必要になります。
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(3102010)「自己紹介の仕方を理解する」

(3102020)「相手の状況に応じた自己紹介の仕方を理解する」

(3102050)「仕事上の公的な自己紹介をする」

(3102070)「私的な場面で自己紹介をする」

(3101130)「人間関係のきっかけを作るあいさつをする」

・自己紹介をすることができる

・自分の基本的な情報を伝え，初対面の人と人間関係を築く基礎を作る

・挨拶の種類を選択できる

・場面に応じた表現を選択することができる

・相手の立場に合わせた表現ができる

●イラスト・写真シート

・はじめまして （p.x）

■活動シート

•活動１－私の 名前と出身地を日本語でどう
言いますか？（p.x）

•活動２－「 どうぞよろしくカード」の記入 （p.xx～

xx）

•活動３－自己紹介をしよう （p.xx～xx）

•活動４－いろいろな 場面での自己紹介
（p.xx）

◆ことば・表現シート

・家族をあらわすことば（p.xx）

（３１） はじめまして！

指導

ノート

（p.x～x）

イメージを

つかむ

体験・行動

する

ことば・表現

を知る

内 容

取り上げる生活上の行為の事例

教室活動の目標（○ページ参照）

教室活動のねらい（○ページ参照）
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・敬語・丁寧体を適切に利用できる
● はじめまして

クラスで自己紹介（地図な

どを示しながら）をしている写

真またはイラスト

仕事の場面で名刺交換をし

ている写真

子どもの幼稚園・学校など

で，他の保護者とはじめてのあ

いさつ，自己紹介をしている場

面の写真
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■ 活
かつ

動
どう

１－ わたしの名
な

前
まえ

と 出
しゅっ

身
しん

地
ち

を 日
に

本
ほん

語
ご

で どう

言
い

いますか？

※名札の作り方を図示

※名札を使って，名乗りをしている場面を表す写真・イラスト
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【1】名前（なまえ）：

Name/姓名/이름 :

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

なまえの意味（いみ）

翻訳（ほんやく）：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

【2】出身（しゅっしん）：

Home country/town / 出身地/ 출신지：

＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_____＿＿＿＿____

【3】家族（かぞく）：

Family/ 家族/ 가족：

ひとり ふたり さんにん よにん ごにん ろくにん しちにん

１人， ２人， ３人， ４人， ５人， ６人， ７人

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

【4】すんでいるところ：

Place of residence/居住地/거주지:

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

【5】趣味（しゅみ）：

Hobbies/ 爱好 / 취미：

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

【6】仕事（しごと）：

Occupation / 工作/ 직업：
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

どうぞ よろしく！

■ 活
かつ

動
どう

２―「どうぞ よろしくカ
か

ー
ー

ド
ど

」の 記
き

入
にゅう
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●

１．いろいろな 自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

の 例
れい

を みてみましょう。どんな ところが ちがいま

すか。

２．自
じ

分
ぶん

が 実
じっ

際
さい

に 使
つか

いそうな 場
ば

面
めん

は どれですか。自
じ

分
ぶん

の 自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

を

考
かんが

えて やってみましょう。

例
れい

１）日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

で（ク
く

ラ
ら

ス
す

メ
め

ー
ー

ト
と

と指
し

導
どう

者
しゃ

・協
きょう

力
りょく

者
しゃ

に）

はじめまして。ワ
わ

ン
ん

です。出
しゅっ

身
しん

は 中
ちゅう

国
ごく

です。

どうぞ よろしくおねがいします。

はじめまして。マ
ま

リ
り

ア
あ

です。

フ
ふ

ィ
ぃ

リ
り

ピ
ぴ

ン
ん

の セ
せ

ブ
ぶ

から 来
き

ました。今
いま

，山
やま

下
した

に 住
す

んでいます。

家
か

族
ぞく

は ４人
にん

です。夫
おっと

と 子
こ

供
ども

が ２人
ふ た り

います。

趣
しゅ

味
み

は ハ
は

ン
ん

ド
ど

ク
く

ラ
ら

フ
ふ

ト
と

です。

主
しゅ

婦
ふ

です。（仕
し

事
ごと

は，今
いま

，していません。）

どうぞ よろしくおねがいします。

例
れい

２）仕
し

事
こ と

で

はじめまして。わたし，○○株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

の ○○と申
もう

します。

（名
めい

刺
し

を 渡
わた

しながら）どうぞ よろしくおねがいします。

日本語教室での自己紹介の

様子のイラスト（表紙のも

のと同一でよい）

仕事の場面で名刺交換の様

子のイラスト（表紙のもの

と同一でよい）

■ 活
かつ

動
どう

３－ いろいろな 自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい
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例
れい

３）子
こ

どもの 幼
よう

稚
ち

園
えん

で（ほかの保
ほ

護
ご

者
しゃ

に）

はじめまして。ひまわり組
くみ

の 高
たか

橋
はし

ジ
じ

ャ
ゃ

ス
す

テ
て

ィ
ぃ

ン
ん

の 母
はは

です。

高
たか

橋
はし

ヘ
へ

レ
れ

ン
ん

と もうします。どうぞ よろしくおねがいします。

例
れい

４）同
おな

じ マ
ま

ン
ん

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

の 住
じゅう

人
にん

に エ
え

レ
れ

ベ
べ

ー
ー

タ
た

ー
ー

などで 会
あ

って

初
しょ

対
たい

面
めん

の 挨
あい

拶
さつ

をする 場
ば

面
めん

で：

こんにちは。７０２号
ごう

室
しつ

の チ
ち

ョ
ょ

ウ
う

と申
もう

します。

どうぞ よろしくおねがいします。

例
れい

５）引
ひ

っ越
こ

して きたとき，隣
となり

の 家
いえ

の 人
ひと

に 挨
あい

拶
さつ

を する 場
ば

面
めん

Ａ： ごめんください。隣
となり

に 引
ひ

っ越
こ

してきた 木
き

村
むら

です。

どうぞ よろしくおねがいします。

Ｂ： 鈴
すず

木
き

です。こちらこそ，どうぞよろしく。

Ｂ：まあ，どうもすみません。

子供の幼稚園・学校などで

他の保護者とあいさつ（表

紙のものと同一でよい）

エレベーター内で初対面の

隣人と挨拶しているイラス

ト

隣人宅に，引越しの挨拶を

しにいき，菓子折りを渡し

ている場面のイラスト
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子
こ

供
ども

◆ 家
か

族
ぞく

を あらわす ことば

わたしの 家
か

族
ぞく

山
やま

田
だ

さんの ご家
か

族
ぞく

祖
そ

父
ふ

似顔絵

イラスト

祖
そ

母
ぼ

似顔絵

イラスト

父
ちち

似顔絵

イラスト

母
はは

似顔絵

イラスト

兄
あに

似顔絵

イラスト

姉
あね

似顔絵

イラスト

わたし

似顔絵

イラスト

弟
おとうと

似顔絵

イラスト

妹
いもうと

似顔絵

イラスト

夫
おっと

似顔絵

イラスト

妻
つま

似顔絵

イラスト

おじいさん

似顔絵

イラスト

おばあさん

似顔絵

イラスト

お父
とう

さん

似顔絵

イラスト

お母
かあ

さん

似顔絵

イラスト

お兄
にい

さん

似顔絵

イラスト

お姉
にい

さん

似顔絵

イラスト

山
やま

田
だ

さん

似顔絵

イラスト

弟
おとうと

さん

似顔絵

イラスト

妹
いもうと

さん

似顔絵

イラスト

似顔絵

イラスト

似顔絵

イラスト

子
こ

供
ども

さん

似顔絵

イラスト

似顔絵

イラスト

ご主
しゅ

人
じん

似顔絵

イラスト

奥
おく

さん

似顔絵

イラスト



84

取り上げる生活上の行為の事例

（3102010）「自己紹介の仕方を理解する」

（3102020）「相手の状況に応じた自己紹介の仕方を理解する」

（3102050）「仕事上の公的な自己紹介をする」（「発展的な活動」）

（3102070）「私的な場面で自己紹介をする」

（（3101130）「人間関係のきっかけを作るあいさつをする」）

教室活動の目標

－ 自己紹介をすることができる

教室活動のねらい

－ 自分の基本的な情報を伝え，初対面の人と人間関係を築く基礎をつくる

－ あいさつの種類を選択できる

－ 場面に応じた表現を選択することができる

－ 相手の立場に合わせた表現ができる

－ 敬語・丁寧体を適切に利用できる

・ 自己紹介は，自分の基本的な情報を伝え，初対面の人との人間関係を築く

基礎をつくるものです。自分自身のことを表現し，自身の社会参加の第一歩でも

あります。場面や相手に応じた自己紹介の「型」を紹介するだけでなく，やりとりの

中で，その人らしい自己紹介ができるように，一緒に考え，新しい形を作っていくこ

ともまた意味があるでしょう。

活動前に確認しておくこと

－ 学習者の名前（姓と名がある場合の順序，母語での表記，日本語での発音

等）の把握

－ 学習者の出身地，現在住んでいるところの地名の把握

準備する素材

－ 「イラスト･写真」の拡大コピー（あらかじめ黒板等に掲示）

－ 世界地図，日本地図，地域の地図（あらかじめ黒板等に掲示か，必要に応

じて掲示）

指導ノート
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－ 首から提げる名札（学習者の名前を書いておく）と机に置く名札にするＡ４用紙

・ 初回のクラスであれば，自己紹介の文脈は自然に認識されるので必ずしも必

要ありませんが，「自己紹介」という概念を可視化するために，イラスト･写真シート

（p.x）の拡大コピーをあらかじめ黒板等に掲示しておくとよいでしょう。

・ 初回のクラスで，学習者の多くが日本語のほとんどできない人の場合，「名乗り」

（わたしは，○○です。）の導入から行う必要があります。

・ その場合は，名札（首から提げるものでも，机に置くものを手に持ってでもかまいま

せん）を掲げて行います。まず，指導者が，自分の名札を示し，自分の胸を手で

指して，「わたしは，○○○○です。」と言います。次に指導者は学習者一人一

人について，その名札を読むようにして，「この人は，○○○○さんです。」と言い，

「わたしは，○○○○です。」と言わせるように促します。その学習者に向かって手

でどうぞと促しながら，必要なら「わたしは……？」と言葉を添えます。「わたしは，

○○○○です。」と言えたら，大きくうなずいて「いいですね」などと褒めてください。

自分のなまえに「さん」を付けて，「わたしは，○○○○さんです。」という学習者も

いると思います。「さん」を取って，「わたしは，○○○○です。」と言い換えて，学

習者にまねをさせます。この活動を全員で行います。恐らく，かなり時間がかかる

と思います。その場合，以下の活動は，可能な範囲で行います。

・ ここでは，以上が済んでいる学習者の場合として次の活動に進みます。

＜問いかけ例＞（「イラスト･写真」の拡大コピーを指して）

「ここは，どこですか？」

「これは，だれですか？」

「あなたの国では，初めて会った人とどんなあいさつをしますか？」

「日本で，初めてあった人とどんなあいさつをしましたか？」

「自己紹介はできますか？」

● イラスト・写真シート

・はじめまして（p.x）

イメージをつかむ
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・ 指導者は，学習者の名前を呼んで確認しながら，学習者一人ひとりの名前を

書いた名札を配布します。指導者から始めて学習者が，自分の名札を示しなが

ら「○○○○です。」と名前をはっきり発音します。仮名がある程度書ける学習者

が多ければ，自分の名前を発音しながら仮名で書く練習をします。必要に応じて

指導者や協力者がフォローしてください。仮名が書けない学習者が多ければ次

の活動に移ります。

・ 次に，x ページの図を参照しながら，Ａ４用紙を四つに折って，一つの面を重ねて

三角柱を寝かした形のネームプレートを作ります。学習者は，三角柱を一度開い

て，一つの面にカタカナ又はひらがなで自分の名前を書きます。５０音図（ひらが

な・かたかな）も黒板等に掲示しておき，適宜，音と文字の参照ができるようにして

おきましょう。

仮名が書けない場合は一面に母語で書いてもらって，指導者や協力者が，

その発音を聞いて，別の面に仮名で書きます。

学習者が書き終わったら，指導者は自分の名札を指で指し示し，自分の名

前を言います。それに倣って，学習者が一人ずつ自分の名前を言っていくように

促します。

次に，地図を指し示しながら，出身地についても言い方を確認します（正確な

文になっていなくても，まずは固有名詞のレベルで確認ができることを目指し，余

裕がある人には文の形でも確認できるように提示するとよいでしょう。）。

指導者：「出身は？」（地図のいろいろなところをさしながら）

学習者：（地図中にある自分の出身国や地域を指差す）「ちゅ・・・」

指導者：「ちゅうごく」

学習者：（リピート）「ちゅうごく」

指導者：「ちゅうごく の… ペキン？ シャンハイ？」

学習者：「あ… ダイレン」

指導者：「ダイレンですね。ちゅうごく の ダイレン。出身は 中国の

大連です」

■活動シート

・活動１－ わたしの 名前と 出身地を 日本語で どう 言いますか？

（p.x）

体験・行動する
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・ 指導者は活動２のワークシート「どうぞよろしく！」（p.x）を配布します。また，指導

者自身がワークシートに記入したものもコピーして配布します。記入のしかたにつ

いては，参考用に「どうぞよろしくシート 記入例」（p.x）がありますが，参加者の状

況にあわせて配布するかしないか，自由に対応してください。

・ 指導者は学習者に「どうぞよろしく」の表現の確認をした後，ワークシートに「【1】

名前」と「【2】出身地」「【3】家族の人数」「【4】すんでいるところ」を，ひらがなとカ

タカナを用いて記入してもらいます（ごく初期のクラスの場合は，仮名の読みの練

習・確認をするステップを入れてもよいでしょう。学習者がひらがな・カタカナが書

けない場合は，アルファベット等を用いて書いてもらって指導者が仮名で併記す

る形で書き込んで示したり，学習者が発した音を聞いたりしてワークシートに指導

者が書き込んで示してもよいでしょう）。ワークシートのそのほかの項目（【5】，【6】）

は「より熟達した行動へ」の活動４で利用します。学習者に応じて利用してください。

すべての項目について学習者の母語訳は適宜増減やしてください。

・ 指導者は「わたしは○○です」「しゅっしんは○○です」の表現形式を使って，自

分のことを述べるモデルを示します。続いて学習者が一人ずつ言っていきます。

・ 同様に「かぞくは○○人です」「○○にすんでいます」について行います。

・ 全員が終わったら，指導者は，「はじめまして，どうぞよろしくお願いします」の意味

の確認をし，動作と一緒に「はじめまして，どうぞよろしくお願いします」「こちらこそ，

よろしくお願いします」の表現練習をします。協力者がいればはじめに指導者と協

力者がモデルを示すとよいでしょう。協力者がいない場合は，このあいさつ表現

になれていそうな学習者を相手にします。その後で，学習者と指導者，学習者ど

うしで動作をしながら初対面のあいさつの練習をします。

・ 最後に，クラス（クラス人数が多い場合は，グループ）全体に向けて，自己紹介

のあいさつをします。一人一人が，「はじめまして，わたしは○○○○です。しゅっし

んは○○です。かぞくは○にんです。○○にすんでいます。よろしくお願いします」

と言って仕上げとします。

■活動シート

・活動２―どうぞ よろしくカードの記入～（p.x）

体験・行動する
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・ 日本語話者（日本人，または日本語でのコミュニケーション力のある外国人）に，

協力者として教室に参加してもらい，活動２で学習した表現を使って，実際に自

己紹介を行い，また協力者と学習者がペア，あるいは一対二，三で，写真を見

せ合いながら対話を行います。協力者に，自分の写真（出身地，家族，趣味

があらわれているものなど）を持ってきてもらうように，指導者は前もって連絡してお

きます。活動２までを初回の授業で終え，活動３を次の回で行うことが考えられる

ので，その場合は，初回の活動の最後に学習者にも「次回は写真をもってきてく

ださい」ということを伝えておくと，より活動が進めやすくなるでしょう。

・ 指導者は， 学習者と協力者をペア，まだは小グループに分けます（協力者一

人に対して学習者１～３人程度が望ましいが協力者の人数によって適宜調整）。

それぞれのペア又はグループで，メンバー同士で自己紹介をしてもらいます。まず

は，活動２で学習した表現を使用して，ひととおり自己紹介ができたら，それぞれ

に持ってきた写真を見せ合いながら，会話を進めるようにします。指導者は学習

者と協力者との対話が円滑に展開しているか見守りながら目配りし，話が進まな

くなっているペア／グループにおいては，対話を活性化させるための問いかけを

指導者が投げかけるなどし，意思疎通がうまくいくように手助けをします。ただし，

学習者側の日本語力によって，表現可能なことを全部使い果たしているようなグ

ループが出たら，すべての協力者が一斉に別のグループへ移動することをお願

いします。

・ 名前，出身，居住地，趣味，仕事，家族などの中から，学習者の日本語能力，

場面や相手に応じて必要な項目，好きな項目を選んで自己紹介ができるように

します。

・ 活動４「いろいろな自己紹介」に示されている 例１～例 5の場面別の例につい

■活動シート

・活動３－ 協力者との交流活動（p.x）

■活動シート

活動４－ いろいろな自己紹介（p.x）

体験・行動する

体験・行動する
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て，指導者は協力者と共にパフォーマンスを行い，学習者にそれを観察してもら

います。指導者は「ここはどこでしょうか」「これはだれですか」等，各場面のイラスト

等を指しながら質問し，場面や状況の違いについて気付いたことを言ってもらい

ます。

・ ビデオ機器が使える環境であれば，多様な自己紹介（初対面の挨拶）場面の

ビデオを見せて，さらに観察を促すのもいいでしょう。観察した場面の中で，自分

が実際に遭遇しそうな場面を学習者に選んでもらい，例を参考にしながら自分な

りの自己紹介をシミュレーションしてみます。

＜参考となるビデオ＞

○ 海外技術者研修協会『みんなの日本語Ｉ 会話ビデオ』

「第 1 課」「第２課」

○ 国際交流基金『WEB 版エリンが挑戦！日本語できます』

https://www.erin.ne.jp/jp/

第１課「はじめてのあいさつ－ 教室」

（基本スキット，応用スキット，大切な表現，やってみよう（名刺交

換），いろいろな使い方）

○ 国際日本語普及協会『ようこそ！さくら小学校へ～みんななかまだ～』

「１．はじめてのあいさつ ①校長室で ②教室で」

「２．学校生活と仲間たち ⑧運動会」（保護者とのあいさつ）

○ 国際日本語普及協会『Japanese for Busy People I: The video 』Lesson 1

＜社会文化情報＞（指導者，協力者の参考資料として）

○ 文化審議会国語分科会『「生活者としての外国人」に対する日本語教育

の標準的カリキュラム案について』

・ p.96 「社会・文化的情報 3102010 自己紹介の仕方を理解する」

・ p.97 「社会・文化的情報 3102020 相手や状況に応じた自己紹介の仕方

を理解する」
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【参考】「どうぞよろしくシート」記入例

<学習者１> <学習者２>

<協力者> <指導者>

【参考情報】


